
　
秋
田
、
岩
手
、
宮
城
の
県
境
に
位
置
す
る
栗
駒

山
の
麓
は
温
泉
の
宝
庫
。
そ
の
中
で
も
最
も
個
性

的
な
温
泉
が「
川
原
毛
大
湯
滝
」で
す
。
そ
の
名
の

ご
と
く
、
滝
そ
の
も
の
が
温
泉
と
い
う
日
本
最
大
級

の
湯
滝
。
上
流
1

km
、
川
原
毛
地
獄
付
近
で
湧
出

す
る
温
泉
が
沢
水
と
合
流
。
川
と
な
っ
て
流
れ
、
約

20
m
の
高
さ
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
流
れ
落
ち
て
き

ま
す
。
滝
つ
ぼ
や
渓
流
は
す
べ
て
天
然
の
露
天
風
呂

に
な
っ
て
お
り
入
浴
無
料
。
入
浴
適
期
は
7
月
上

旬
か
ら
9
月
中
旬
。
入
浴
時
は
水
着
着
用
が
原
則

で
近
く
に
は
更
衣
室
が
あ
り
ま
す
。
滝
ま
で
は
最

寄
り
の
駐
車
場
か
ら
徒
歩
約
15
分
。
豪
快
で
爽
快
。

ま
さ
に
野
趣
あ
ふ
れ
る
入
浴
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の
影
響
で

通
行
止
め
だ
っ
た
国
道
３
４
２
号
が
５
月
３０
日
に

全
線
開
通
。
東
北
道
一
関
IC
か
ら
栗
駒
山
、
秋
田
方

面
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
良
く
な
り
ま
し
た
。

爽
快
、
豪
快
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
自
然
の
温
泉

落
差
２０
ｍ
。
滝
壺
が
そ
の
ま
ま
湯
船
に
な
っ
た

川
原
毛
大
湯
滝

Vol.46
2010.夏

湯
沢
市

企
画
・
発
行
／
小
玉
醸
造
株
式
会
社  

●
秋
田
県
潟
上
市
飯
田
川
飯
塚
字
飯
塚
三
四
の
一  

●
〒0

1
8

-1
5

0
4

　
●T
E

L
.0

1
8

-8
7

7
-2

1
0

0
 F

A
X

.0
1
8

-8
7

7
-2

1
0

4

発
行
人
／
小
玉
真
一
郎
　
編
集
／
凸
版
印
刷
株
式
会
社 

東
日
本
事
業
部
　
デ
ザ
イ
ン
／
有
限
会
社 
オ
プ
　
写
真
／
佐
藤
勝
彦
　
取
材
・
文
／
海
老
名
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
事
務
所

故
郷

  
点
描 秋

田

の

四

季

秋田の心を醸
か も

す、蔵元通信

k    u    r    a

季刊【藏】四拾六の巻

夏号
湯沢市まるごと売る課　観光企画推進班　TEL.0183-73-2111



01

首
都
圏
へ
と
広
が
り
、弊
社
躍
進
の
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。
会
社
全
体
の
売
り
上
げ
も
好
調
で
、

昭
和
初
期
に
は
工
場
・
蔵
を
次
々
と
増
築
。
現

在
も
現
役
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
酒
蔵
、味
噌

蔵
の
多
く
は
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
地
域
共
栄
を
使
命
と
し
た
友
吉
は
ま
た
、地

元
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
熱
心
な
人
で
し
た
。

飯
田
川
周
辺
の
新
田
開
発
、奥
羽
線
羽
後
飯
塚

駅
の
開
設
、銀
行
、郵
便
局
の
誘
致
に
は
じ
ま

り
、飯
塚
神
明
社
の
改
築
工
事
、小
玉
家
菩
提

寺
と
な
る
開
得
寺
の
創
建
。
そ
し
て
、晩
年
75

歳
を
過
ぎ
た
時
に
は
固
辞
し
続
け
て
き
た
政

治
の
世
界
に
身
を
置
く
事
に
。
町
会
議
員
と
し

て
地
域
の
問
題
解
決
に
尽
力
し
ま
し
た
。
明
治
、

大
正
、昭
和
と
、ま
さ
に
激
動
の
時
代
を
走
り

抜
け
て
き
た
傑
物
は
、戦
後
復
興
の
息
吹
に
安

堵
し
た
か
の
よ
う
に
一
族
の
後
進
に
後
を
託
し

た
の
で
し
た
。

に
支
店
を
設
け
、
商
圏
を
一
気
に
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
大
正
２
年
に
は
酒
造

業
に
着
手
。
醤
油
・
味
噌
、そ
し
て
清
酒

の
醸
造
と
い
う
現
在
に
続
く
弊
社
の
基

礎
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
昭
和
9
年
に
は

「
太
平
山
」
が
全
国
首
席
優
等
賞
を
受

賞
。
以
降
は
清
酒
の
販
売
網
は
、
県
外
、

　
小
玉
家
2
代
目
当
主
で
あ
っ
た
友
吉
は
、

明
治
40
年
、小
玉
合
名
会
社
設
立
と
と
も

に
初
代
社
長
に
就
任
。
家
業
か
ら
企
業
へ

の
大
き
な
転
身
を
図
り
ま
す
。
秋
田
市
内

　
昭
和
25
年
4
月
6
日
。
小
玉
家
2
代
目

当
主
に
し
て
、
小
玉
合
名
会
社
代
表
の
小

玉
友
吉
が
逝
去
し
ま
す
。
享
年
78
、
家
族

に
看
取
ら
れ
な
が
ら
の
最
期
で
し
た
。
前
年

の
昭
和
24
年
に
は
、
会
社
創
業
70
周
年
記

念
式
典
を
挙
行
。
こ
の
節
目
を
記
念
し
て
、

長
年
の
夢
で
あ
っ
た「
小
玉
発
酵
化
学
研
究

所
」、別
荘「
喜
寿
荘
」の
建
築
を
計
画
す
る

な
ど
、年
を
重
ね
て
な
お
意
欲
的
な
日
々
を

送
る
友
吉
で
し
た
が
、11
月
の
あ
る
日
、陣

頭
指
揮
に
あ
た
っ
て
い
た
自
宅
工
事
現
場
で

転
倒
し
右
ひ
ざ
頭
を
負
傷
。
こ
の
怪
我
が

き
っ
か
け
で
体
調
を
崩
す
よ
う
に
な
り

ま
す
。
原
因
不
明
の
体
調
不
調
で
主
治

医
も
困
惑
し
ま
す
が
、
精
密
検
査
の
結

果
は
白
血
病
。
主
治
医
、専
門
医
ら
の
献

身
的
な
治
療
を
受
け
つ
つ
も
、最
期
の
時

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

小
玉
醸
造
物
語

小
玉
醸
造
131
年
の
歴
史
を
振
り
返
る【
昭
和
編
そ
の
2
】（
終
戦
～
昭
和
20
年
代
前
半
）

老
い
て
な
お
、

仕
事
に
精
励
す
る
も
・
・
・

晩
年
は
町
会
議
員
と
し
て

地
域
の
問
題
を
解
決

清
酒｢

太
平
山｣

誕
生
の
祖
で
あ
り
、現
在
へ
と
続
く

弊
社
繁
栄
の
基
礎
を
築
い
て
き
た
大
立
者
。
そ
の
人
生
を
終
焉
す
。

晩年の小玉友吉。

昭和5年。50周年記念式
典で挨拶する小玉友吉

昭和初期の
弊社経営陣

昭和2年 、羽後飯塚
駅開業を祝う宣伝隊

清酒太平山は中国へも渡った。戦前には中国進出の計画が実
現直前まで進んでいた

戦後まもなくの本舎全景。写真に写る建物のほぼすべてが現存。
現在も使用されている

｢小玉発酵化学研究所｣ として完成するも、後に、社の厚生施
設として利用された「小玉会館」



よ
も
や
ま
見
聞
録

国
際
教
養
大
学
学
長
の
お
話

学生総数約750名。うち150名ほどが留学生
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秋
田
市
郊
外
に
あ
る
公
立
大
学
法

人
国
際
教
養
大
学（
Ａ
Ｉ
Ｕ
）。
開
学
は
、

'04
年
4
月
と
最
近
な
が
ら
、
入
試
難
易

度
は
旧
帝
大
ク
ラ
ス
以
上
。
就
職
率
は

１
０
０
％
。
し
か
も
、
そ
の
多
く
が
国

内
外
の
ト
ッ
プ
企
業
。
全
国
の
教
育
・
企

業
関
係
者
の
間
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い

る
大
学
の
ひ
と
つ
だ
。
中
嶋
氏
と
秋
田

と
の
出
会
い
は
、
今
か
ら
10
年
以
上
前

の
こ
と
。
秋
田
県
が
誘
致
し
た
ミ
ネ
ソ

タ
州
立
大
学
機
構
秋
田
校
の
閉
校
に

と
も
な
い
、
新
た
な
可
能
性
を
探
る
た

め
の
打
診
を
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

日
本
の
大
学
の
あ
り
方
に
危
機
感
を
抱

い
て
い
た
中
嶋
氏
だ
っ
た
が「
旧
態
依

然
と
し
た
大
学
を
増
や
す
こ
と
に
意
味

は
な
い
」と
当
初
か
ら
主
張
し
た
。
し
か

し
、当
時
の
知
事
・
副
知
事
の
熱
意
も
あ

就
職
率
1
0
0
%
。

ト
ッ
プ
企
業
が
注
目
す
る
大
学

　
中
嶋
氏
が
目
指
し
た
の
は「
世
界
で

活
躍
で
き
る
国
際
教
養
人
を
育
成
す

る
大
学
＝
国
際
基
準
の
大
学
」だ
。「
世

界
に
お
け
る
日
本
の
地
位
の
低
下
は

（
国
際
共
通
語
で
も
あ
る
）英
語
力
の
な

さ
に
起
因
す
る
。
英
語
教
育
は
国
際
戦

略
」と
の
考
え
か
ら
、
学
内
す
べ
て
の
授

業
、
会
議
を
英
語
で
実
施
。
学
生
は
１

年
間
の
留
学（
提
携
大
学
は
世
界
31
カ

国
1
0
8
大
学
／
'10
年
5
月
現
在
）が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
1
年
生
は
全

寮
制
。
ル
ー
ム
メ
イ
ト
は
留
学
生
が
原

則
ゆ
え
、
居
な
が
ら
に
し
て
語
学
力
の

ア
ッ
プ
、
異
文
化
交
流
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。
入
試
ス
タ
イ
ル
も
多
様
だ
。
合

格
点
に
は
満
た
な
い
も
の
の
、
秀
で
た

科
目
が
あ
る
な
ど
の
学
生
を
暫
定
的
に

入
学
さ
せ
、一
年
間
の
成
績
次
第
で
正

式
に
入
学
を
許
可
す
る「
暫
定
入
学
」

も
採
用
。
ま
さ
に
、い
ま
ま
で
の
日
本
に

な
い
大
学
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
学
長
が
理
事
長
を
兼
務
す
る
こ
と

で
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
し
、
敏
速
で
柔
軟
な
大
学
運

営
を
可
能
と
し
た
。
当
初
は
準
備
段
階

だ
け
で
の
参
画
の
予
定
だ
っ
た
が
、周
囲

の
強
い
声
に
推
さ
れ
開
学
と
と
も
に
学

長
に
就
任
。「
非
常
に
緊
張
感
が
あ
り
ま

す
が
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」

と
中
嶋
氏
。
数
多
く
の
関
係
者
が
携
わ

り
開
学
し
た
Ａ
Ｉ
Ｕ
だ
が
、
そ
の
根
幹

に
あ
る
も
の
は
中
嶋
氏
の
信
念
と
熱
意

そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

＜プロフィール＞
1936年　長野県松本市生まれ　
国際教養大学理事長・学長。東京外国語大
学中国科卒業。東大大学院社会学研究科
修了。社会学博士。専攻は国際社会学・現
代中国学。オーストラリア国立大学、カ
ルフォルニア大学の客員教授などを歴任。
東京外国語大学学長、文部科学省中央教
育審議会委員を経て'04年現職に就任。

中嶋氏の近著「全球」教育論。ＡＩＵ開学につながる
氏の基本姿勢が綴られている（1500円／西村書店）

国
際
教
養
大
学
学
長

中
嶋 

嶺
雄
さ
ん

授業は教養科目が中心。１クラス15 名
程度の少人数制を導入する

秋田市中心部から車で
約30 分。キャンパス
は秋田県中央運動公園、
秋田空港に隣接（左）

学内には寮 、アパート
も併設する（右）

り「
自
ら
の
理
想
を
実
現
で
き
る
」こ
と

を
条
件
に
参
画
。
'00
年
４
月
、
国
際
系

大
学（
学
部
）検
討
委
員
会
発
足
と
も

に
委
員
長
に
就
任
。
引
き
続
き
'02
年
3

月
に
発
足
し
た
国
際
系
大
学（
仮
称
）

設
立
準
備
委
員
会
で
も
委
員
長
を
務

め
、
開
学
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
る

こ
と
と
な
る
。

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

大
学
を
運
営

秋田杉が特徴の図書館は24時間開館し
ている

06
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秋
田
市
の
代
表
的
な
繁
華
街
・
川
反
に
隣
接
す
る
通

称
横
町
に
あ
り
、
21
時
15
分
～
深
夜
2
時
30
分
と
、
夜

の
深
い
時
間
に
営
業
す
る
こ
と
か
ら
、
2
次
会
、
3
次
会

の
会
場
と
し
て
も
人
気
。
店
名
に
は「
B
A
R
」と
謳
わ

れ
て
い
る
が
、
雰
囲
気
は
と
て
も
和
や
か
。
客
席
は
カ
ウ
ン
タ
ー
席

７
、
テ
ー
ブ
ル
席
が
約
20
。
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
パ
ブ
的

に
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
も
多
い
。
ド
リ
ン
ク
主
体
ゆ
え
フ
ー
ド
類

は
簡
単
な
酒
肴
程
度
。そ
れ
で
も
、お
通
し
に
は
旬
を
感
じ
さ
せ
る

一
品
と
フ
ル
ー
ツ
を
必
ず
提
供
す
る
と
い
う
の
が
店
主
・
石
川
さ
ん

の
小
さ
な
こ
だ
わ
り
で
も
あ
る
。
石
川
さ
ん
は
30
歳
代
後
半
。
ご

家
族
が
、
再
開
発
前
か
ら
秋
田
駅
前
で
店
を
営
ん
で
い
る
こ
と
に

　
秋
田
市
の
官
庁
街
・
山
王
地
区
か
ら
徒
歩
約
7
分
。
閑
静
な
住

宅
街
に
た
た
ず
む「
あ
わ
い
」。
主
は
函
館
市
・
秋
田
市
の
日
本
料
理

の
名
店
を
経
て
5
年
前
に
独
立
。
外
観
は
ご
く
普
通
の
民
家
。
玄

関
に
灯
る「
あ
わ
い
」の
小
さ
な
看
板
だ
け
が
目
印
と
な
る
知
る
人

ぞ
知
る
一
軒
。
店
名
は「
時
空
の
あ
い
ま
、
人
と
人
と
の
組
み
合
わ

せ
も
」を
意
味
す
る『
間（
あ
わ
い
）』に
由
来
。
そ
の
言
葉
の
響
き
か

ら「
街
中
に
た
た
ず
む
淡
い
空
間⇒

隠
家
的
存
在
の
店
で
あ
り
た

い
」と
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
お
り
、
宣
伝
は
お
ろ
か
取
材
も
極
力

控
え
て
い
る
の
だ

と
か
。
そ
れ
で
も
評

判
が
口
コ
ミ
で
広

が
り
、
幅
広
い
世
代

の
お
客
様
の
支
持

を
得
て
い
る
。
秋
田

の
旬
を
堪
能
で
き

る
料
理
は
、
お
ま
か

加
え
、
ご
自
身
も
さ
ら
に
、
川
反
の
対
岸
と
な
る
土
手
長
町
で
飲

食
店
を
手
が
け
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
秋
田
屈
指
の
繁
華
街
の
変

貌
を
見
届
け
て
来
た
世
代
。
時
に
昔
の
思
い
出
話
し
に
花
が
咲
く

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
料
金
は
チ
ャ
ー
ジ
制
を
採
用
。
ワ
ン

ド
リ
ン
ク
、
お
通
し
、
水
、
氷
、

カ
ラ
オ
ケ
が
セ
ッ
ト
で
一
人

2
0
0
0
円
。
お
得
な
飲
み

放
題
料
金（
2
時
間
／
カ
ラ

オ
ケ
込
み
）も
あ
り
、
銘
柄
限

定
プ
ラ
ン
は
一
人
3
0
0
0

円
、
全
銘
柄
O
K
の
プ
ラ
ン

は
一
人
4
0
0
0
円
。

せ
コ
ー
ス
料
理
で
楽
し
む
の
が
オ
ス
ス
メ
。「
日
本
酒
が
楽
し
め
る

料
理
を
心
が
け
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
で「
男
鹿
の
鯛
と
ジ
ュ
ン
サ

イ
の
貝
焼
き
」、「
ワ
ラ
ビ
の
味
噌
タ
タ
キ
」、「
牛
肉
と
ミ
ズ
の
陶
板

焼
き
」な
ど
、「
あ
わ
い
」な
ら
で
は
の
手
法

で
い
た
だ
け
る
。
も
ち
ろ
ん
、
単
品
で
の

利
用
も
可
能
。
常
時
25
種
類
ほ
ど
の
酒
肴

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
客
席
数
は
計
約
30

席
。
カ
ウ
ン
タ
ー
、テ
ー
ブ
ル
席
、
小
上
が

り
、
個
室（
8
名
程
度
ま
で
）と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
用
途
に
応
じ
た
使
い
方
が
で
き
る

の
も
魅
力
。
人
気
店
ゆ
え
、
利
用
時
に
は

で
き
る
だ
け
予
約
し
た
い
。

太
平
山
が
飲
め
る

お
店

お
す
す
め

太
平
山
を
飲
め
る
お
店
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

秋
田
市
　
大
町

B
A

R  A
K

A
R

I

夜
は
バ
ー
の
マ
ス
タ
ー
。昼
は
香
水
や
ア
ロ
マ
を
扱
う
、

香
り
の
伝
道
者
。多
彩
な
顔
を
持
つ
主
人
と
の
会
話
も
ま
た
楽
し

秋
田
市
　
山
王

隠
家  

あ
わ
い

ま
さ
に
街
中
の
隠
れ
家
的
存
在
。

心
和
む
、そ
の
雰
囲
気
も
ま
た
魅
力
的

お酒、料理
●お　酒
太平山  熱燗（二合）　 800円
太平山  生酉元純米  300ml 1000円
太平山純米大吟醸  天巧  一合 1000円

●おすすめ料理
チャージ（ワンドリンク、お通し、
水、氷、カラオケ込） 2000円
飲み放題プラン　
銘柄指定あり 3000円／2時間
銘柄指定なし 4000円／2時間

秋田県秋田市大町5-3-23
横町クロスビル2F
TEL018-863-8773
営業時間／21：15～2：30（LO～2：00）
定休日／日曜（連休時は最終日）

●
桐タンスの
川島 五丁目橋

旭
川

　ス
ー
パ
ー

●
健
康
ラ
ン
ド

　華
の
ゆ

赤
レ
ン
ガ
館
通
り

川
反
通
り

横町通り

横町クロスビル2F

第一会館川反店●

●
そば処更科

●かどの山内

Bar AKARI
★

お酒、料理
●お　酒
太平山  樽酒  一合　  400円
太平山  辛口  一合　　 400円
太平山純米吟醸  澄月  一合 800円
太平山純米大吟醸  天巧  一合 1200円

●おすすめ料理
おまかせコース料理 
 3000円～5000円
単品料理　 　350円位～

秋田県秋田市高陽幸町5-15
TEL018-823-3251
営業時間／17：30～22：30 
　　　　　（LO～22：00）
定休日／月曜

●
羽後日産

●
秋
田
中
央
郵
便
局

ミロックス●
新国道

●
入舟

川蝉
●

山鳥
●

●
栄太楼

ファミリー
マート●

あわい★

新
国
道
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昨
年
春
正
式
デ
ビ
ュ
ー
し
た
秋

田
酵
母
№
12
。
秋
田
県
総
合
食
品

研
究
所
醸
造
試
験
場
、
秋
田
醸
友

会
、
秋
田
市
内
の
酒
販
店
、
さ
ら
に

は
、
弊
社
製
造
部
酒
類
課
長
・
伊
藤

和
樹
も
委
員
を
務
め
る
秋
田
県
酒

造
技
術
研
究
委
員
会
、
清
酒
分
析
委

員
会
が
合
同
で
開
発
し
た
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
酵
母
で
す
。「
太
平
山
」で

は
、
こ
の
秋
田
酵
母
№
12
を
使
っ
た

生
酉元
造
り
の
純
米
吟
醸
酒
を
7
月

6
日
か
ら
発
売
し
ま
す
。
原
料
米
は

で
す
。
一
方
で
、
口
中
で
の
香
り
の

広
が
り
は
控
え
め
。
吟
醸
酒
な
ら
で

は
の
ク
リ
ア
な
旨
味
を
感
じ
さ
せ
る

お
酒
で
食
中
酒
と
し
て
も
最
適
。
繊

細
な
白
身
魚
か
ら
鍋
、
肉
料
理
ま
で
、

料
理
を
選
ば
な
い
万
能
タ
イ
プ
で

す
。
な
お
、
太
平
山
で
は
同
時
期
に

開
発
さ
れ
た
秋
田
酵
母
№
15
仕
込

み
の
お
酒
も
今
秋
発
売
予
定
で
す
。

秋
田
オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母
と
伝
統
の
生
酉元
造
り
で
仕
込
ん
だ
数
量
限
定
酒

　
ホ
ス
ト
役
の
中
村
さ
ん
と
椎
名
さ
ん

の
出
会
い
は
1
9
8
5
年
、
テ
レ
ビ
番

組
の
制
作
が
き
っ
か
け
と
の
こ
と
。
今

回
は「
世
界
の
面
白
不
思
議
話
」
と
題
し
、

世
界
各
地
を
旅
し
て
得
た
経
験
、
知
識

を
紹
介
。「
極
北
の
狩
猟
民
族
は
、動
物

の
脂
を
灯
り
の
燃
料
に
使
う
。
脂
は
貴

重
ゆ
え
に
肉
は
焼
か
な
い
と
い
う
文
化

が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
生
食
を
偏
見
す

る
の
は
差
別
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
移
動
式
家
屋

の
床
に
乾
燥
さ
せ
た
動
物
の
フ
ン
を
敷

き
、
発
酵
時
の
発
熱
効
果
を
利
用
し
た

天
然
の
床
暖
房
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

す
べ
て
を
無
駄
に
し
な
い
知
恵
が
活
か

さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
地
域
独
自
の
価

値
観
、生
活
習
慣
を
紹
介
。「
現
代
社
会

の
一
番
の
問
題
は
、異
文
化
の
相
克（
ぶ

つ
か
り
あ
い
）
。
互
い
の
環
境
の
違
い

を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
。
一
方
の
価

値
観
を
押
し
付
け
る
こ
と
を
改
め
る
こ

と
で
争
い
が
な
く
な
る
。
誰
か
が
そ
れ

を
伝
え
な
く
て
は
」
と
、
そ
の
熱
い
思

い
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
第
2
弾

1010
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椎
名
誠
さ
ん
を
招
い
て
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
３
月
13
日（
土
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
客
席
数
3
5
0
人
に
対
し

7
0
0
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
県
内

は
も
と
よ
り
、岩
手
、仙
台
、東
京
、さ

ら
に
は
、
福
岡
か
ら
1
泊
2
日
の
行
程

で
参
加
さ
れ
た
方
も
い
る
な
ど
、
ブ
ル

ー
ホ
ー
ル
見
学
を
兼
ね
て
津
々
浦
々
か

ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10

椎
名
誠
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

コート姿で壇上へ。
真っ黒に日焼けした顔が印象的

講演終了後に行われたサイン会は
長蛇の列。終了まで約1時間。最
後のお一方まで丁寧にサインいた
だきました。

中村さんも笑顔でサイン。このよ
うなさりげない仕草にもお人柄が
にじみます

椎名さんの大ファンという桝本さ
ん。帰宅後、この日の出来事を1
時間以上かけてご家族にお話いた
だいたとか。次回ならび蔵開きの
時もお待ちしております

左から弊社・小玉館長、中村さん、
福岡から一人で参加いただいた桝
本さん。中村さんのご発案で、こ
の日最も遠くから参加いただいた
桝本さんのためにスペシャルシー
トをサプライズプレゼント。

弊社代表・小玉真一郎、
中村征夫さん、椎名誠
さんの3ショット

秋
田
酵
母
No. 

12
仕
込
み

太
平
山  

生
酉元
純
米
吟
醸 

十
二

「
秋
田
酒
こ
ま
ち
」。
精
米

歩
合
は
掛
米
・
麹
米
と
も

に
５５
％
。
０９
年
～
１０
年

シ
ー
ズ
ン
の
厳
寒
期
に
仕
込
み
、
火

入
れ
瓶
詰
め
の
後
、
摂
氏
１
～
３
度

で
低
温
貯
蔵
。
生
酒
に
も
似
た
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
風
味
を
そ
の
ま
ま
お
届

け
し
ま
す
。
秋
田
酵
母
№
12
最
大
の

特
徴
は
、
バ
ナ
ナ
に
も
似
た
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
な
香
り
。
軽
快
な
飲
み
口
で

あ
り
な
が
ら
、
生
酉元
造
り
な
ら
で
は

の
シ
ッ
カ
リ
と
し
た
存
在
感
が
特
徴

秋田県内
＆

通販限定
販売

11



 

ス
タ
ミ
ナ
食
の
代
表
と
し
て
も
人

気
の
あ
る
馬
肉
料
理
。
弊
社
の
あ
る

旧
飯
田
川
地
区
で
は
あ
ま
り
な
じ

み
が
な
い
も
の
の
、
秋
田
県
の
北
部
、

特
に
山
本
郡
三
種
町
、
北
秋
田
市

（
二
ツ
井
、
鷹
巣
、
阿
仁
）
、
大
館
市

界
隈
で
は
日
常
的
に
親
し
ま
れ
て

い
る
。
県
北
は
か
つ
て
馬
の
産
地
で

あ
り
、
か
つ
鉱
山
地
帯
で
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
坑
内
労
働
か
ら
お
き
る

「
よ
ろ
け
病
」
の
予
防
効
果
が
あ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
写
真

は
、
馬
肉
を
よ
く
食
べ
る
地
域
の
ひ

と
つ
山
本
郡
三
種
町
鹿
渡
地
区
の

飲
食
店
「
お
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
で
作
っ

て
い
た
だ
い
た
「
馬
肉
な
べ
」
と
「
馬

12

酒菜
探訪
あきたの味

肉
の
煮
付
け
」
。
ど
ち
ら
も
味
付
け

は
味
噌
。
季
節
を
問
わ
ず
親
し
ま
れ

て
い
る
家
庭
料
理
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
特
に
酒
宴
の
席
に
は
欠
か
せ
な

い
一
品
だ
。
ご
主
人
の
工
藤
隆
悦
さ

ん
に
よ
る
と
、
馬
肉
を
最
初
1
時
間

ほ
ど
日
本
酒
に
付
け
て
お
く
の
が

「
お
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
流
。
肉
の
甘
み
が

よ
り
増
す
の
だ
と
か
。
そ
の
後
、
ア

ク
を
丁
寧
に
取
り
、
秋
田
味
噌
で

味
付
け
。
さ
ら
に
、
人
参
、
ゴ
ボ
ウ
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ニ
ン
ニ

ク
な
ど
を
加
え
、
味
を
調
え
て
出
来

上
が
り
。
今
が
旬
の
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
、

ミ
ズ
を
添
え
る
と
、
彩
り
も
よ
り
鮮

や
か
に
な
る
。

味
噌
の
し
っ
か
り
と
し
た
味
付
け
が
特
徴

秋
田
県
北
地
域
を
代
表
す
る
酒
肴
の
ひ
と
つ

母
が
大
阪
市
内
で

経
営
し
て
い
る
喫
茶
店
で
の

出
来
事
で
す
。永
年
、親
し
ん
で
き

た
元
祖
秋
田
味
噌
が
、
事
情
に
よ

り
入
手
困
難
に
。「
代
用
品
で
も
い

い
の
で
は
」と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
が
、
や
は
り
、「
永
年
の
味
を
大

切
に
し
た
い
」と
探
し
た
と
こ
ろ
、

通
販
で
入
手
で
き
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
お
客
さ
ん
を
満
足
さ
せ

る
大
切
な
お
味
噌
な
の
で
、
継
続

し
て
注
文
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
阪
府
／
谷
口
様

ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
購
入
後
の
保
存

環
境
で
色
合
い
が
変
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す（
食
味
が
若
干
変
わ
り

ま
す
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）の

で
、
冷
暗
所
に
保
管
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

エ
ダ
ラ
箕
職
人
の
お
話
。

昔
は
衣
・
食
・
住
の
す
べ
て
を

ほ
と
ん
ど
が
自
分
た
ち
の
手
作
り
で

し
た
。し
か
し
、合
理
化
、近
代
化
、利

便
性
を
追
求
し
て
き
た
あ
ま
り
、そ

こ
か
ら
生
じ
た
不
合
理
、
負
の
問
題

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。改
め
て
、本

当
に
理
に
か
な
っ
た『
合
理
』と
は
ど

う
い
う
生
き
方
な
の
か
各
自
の
小
さ

な
暮
ら
し
の
中
か
ら
見
直
さ
な
け
れ

ば
…
。東
京
都
／
加
藤
様

か
つ
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
、エ
コ

が
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
さ
に

温
故
知
新
。微
力
な
が
ら
、そ
の
知

恵
を
後
世
に
伝
承
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

本
益
博
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
。

読
む
た
び
に「
本
当
に
そ
う

だ
」と
声
を
大
に
し
て
言
い
た
く

な
り
ま
す
。
特
に
、
お
箸
の
持
ち
方

は
全
部
の
基
本
と
の
こ
と
。
お
箸

を
上
手
に
持
て
な
い
と
鉛
筆
の
持

ち
方
も
下
手
で
あ
り
、
勉
強
に
も

影
響
あ
り
と
か
…
。
辛
口
エ
ッ
セ

イ
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
静

岡
県
／
佐
藤
様

歴
女（
歴
史
好
き
の
女
子
）、

書
道
ガ
ー
ル
ズ（
書
道
部
の

女
子
高
校
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
映

画
）を
は
じ
め
、
日
本
の
文
化
、
伝

統
を
省
み
る
テ
レ
ビ
番
組
も
増
え

て
い
ま
す
。現
在
の
若
者
に
と
っ
て

『
和
』は
決
し
て
古
臭
い
も
の
で
は

な
く
、む
し
ろ
、『
和
』に
対
す
る
興

味
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。祥

寺
の
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
の

記
事
を
見
て
、
早
速
行
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
東
京
都

／
大
澤
様

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。で

き
れ
ば
感
想
な
ど
も
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
昭
和

を
感
じ
さ
せ
る
あ
の
猥
雑
さ
は
、
大

都
会
な
ら
で
は
の
楽
し
み
。
悲
し
い

こ
と
で
す
が
、地
方
都
市
ほ
ど
再
開

発
が
進
み「
横
丁
」と
い
う
言
葉
す

ら
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

候
が
不
順
で

秋
の
実
り
が
心
配
で
す
。
東

京
都
／
村
田
様

今
年
の
桜
は
昨
年
の
1
週
間

～
10
日
遅
れ
。
5
月
に
な
っ

て
か
ら
も
寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

育
苗
ハ
ウ
ス
の
苗
も
例
年
に
な
く

生
育
が
遅
い
と
の
こ
と
で
、
農
家
の

方
々
の
神
経
は
す
り
減
る
ば
か
り
。

ま
さ
に
先
が
読
め
な
い
状
況
。平
成

5
年
の
大
冷
害
の
よ
う
な
状
況
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
…
。

読者のページinfo@kodamajozo.co.jp
●ご意見・ご感想をE-mailでも受け付けております。 

季
刊【
藏
】四
拾
六
の
巻

広場

■
表
紙
の
人

今
月
の
表
紙
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ブ
ル
ー
ホ
ー
ル
」
の
ホ
ー
ル
ス

タ
ッ
フ
3
名
。
写
真
左
か
ら
小
西

久
美
子
さ
ん
、
渡
辺
志
穂
子
さ
ん
、

猿
田
葉
子
さ
ん
。
全
員
が
弊
社
Ｏ

Ｇ
で
、
し
か
も
、
旦
那
さ
ん
も
弊

社
の
社
員
＆
Ｏ
Ｂ
で
す
。
互
い
に

気
心
の
知
れ
て
い
る
仲
だ
け
に
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
は
バ
ッ
チ
リ
！
主
な

仕
事
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
の
清
掃

整
頓
や
来
館
者
へ
の
応
対
。
お
客

様
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
た
め
に
、

魚
や
海
に
関
し
て
自
主
学
習
中
。

で
も
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い

の
が
悩
み
の
タ
ネ
と
か
。

吉

叔オ

山

天

取材協力／おんちゃんこ　TEL.0185-87-3517（完全予約制により営業）　

馬
肉
鍋

馬
肉
の
煮
付
け


